１．題材名　高等学校第１学年「性被害者・加害者にならない」　（内容（２）―ア）

２．題材の目標

○SNS、出会い系サイト、無料電話・メールのアプリ等の利用で性被害者・加害者にならないようにする。
３．題材について

○題材設定の理由
高校生になると大多数が携帯電話を所有している。携帯電話は通話やメールだけでなく、カメラや電子マネー、ワンセグなど多機能となり、インターネットへアクセスすることにより世界中と容易につながることが可能となっている。高校生の性に対する意識はこのような情報化社会の影響を大きく受けており、性の被害者にも加害者にもなりやすくなっている。生徒が犯罪から身を守るために、SNS、出会い系サイト、無料電話・メールのアプリ等の利用で危険に巻き込まれる実態を知り、性被害者にも加害者にもならないよう適切な行動選択ができるようにすることが大切と考え、本主題を設定した。
　○本題材の指導
事前にアンケートを実施し、実態を把握する。また、体育科保健領域「思春期の健康」の内容である異性への関心が高まることを関連づけて指導をする。さらに道徳性や規範意識とも関連づけて指導をする。本時では、新聞記事の実際に起こった事象からSNS、出会い系サイト、無料電話・メールのアプリ等の利用で危険に巻き込まれる実態を知り、原因を考え、性被害者にならないようにはどうしたらよいか考えを深めるとともに、性加害者にもならないよう意識づけをする。事後指導として、SNS、出会い系サイト、無料電話・メールのアプリ等の利用で気をつけたことを１週間、記録させる。
４．指導計画

	
	日　時
	活　動　内　容

	事　前
	○月○日　ＳＨＲ
	○アンケートによる実態調査

	本　時
	○月○日　ＬＨＲ
	○性被害者・加害者にならないよう適切な行動選択できるよう、注意したり、実践したりすることを自己決定する。

	事　後
	○月○日　ＳＨＲ
	○注意したことを１週間記録し、振り返りを行い自己評価する。


５．展開例

目指す生徒の姿

	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の生活の充実と向上に関わる問題に関心をもち、自主的、自律的に日常の生活を送ろうとしている。
	日常の生活における自己の課題を見出し、自己を生かしながら、よりよい解決方法などについて考え、判断し、実践している。
	集団や社会への適応及び健康で安全な生活を送ることの大切さや実践の仕方、自他の成長などについて理解している。

	　
	主な学習活動
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入

10

分
	1.スマートフォン、携帯電話の良い点、悪い点についてグループで話し合う。

〈予想される反応〉

・いつでも、どこでも、誰とでも連絡が取れる。
・犯罪に巻き込まれる。

・コミュニケーション力が
身につかない。


	○まずワークシートに自分の考えを書いた後で話し合うように指示する。

○自由に話し合える雰囲気を作る。

○グループの話し合いで出た意見を発表させる。

○スマートフォン、携帯電話は便利であるが、問題が多いことも気づかせる。


	学習カード

	展開

30

分
	2. 被害の実態を知る。
〈予想される反応〉

・ＳＮＳや出会い系サイト、無料電話・メールのアプリの利用から危険に巻き込まれることがあるんだな。
	○新聞記事から犯罪に巻き込まれた事例について考えさせる

○身近な問題であることを知らせる。


	新聞記事



	
	3.危険に巻き込まれる原因や被害を対策を考える。　

〈予想される反応〉

（原因）

・直接会わないから危険意識が薄い。

・さみしさや不安を紛らわすことができる。

（対策）
・サイトを見ない。

・インターネット上で知り合った人と会わない。
	○資料１を基に危険に巻き込まれる原因や被害を対策について考えさせる。

○ブレインストーミングを用いて、グループでの話し合いが活発になるようにする。
○自分自身の心のすきだけでなく、相手が悪意を持っていることがあることにも目を向かせる。（なりすましなど）

○資料２を参照し、被害にあわないための３つのＮＯを知らせる。　
	資料１
平成２４年下半期「コニュニティーサイトに起因する児童被害の事犯にかかる調査結果」
資料２
警察庁サイバー犯罪対策

	
	4.性加害者にならないためにはどうしたらよいか話し合う。

〈予想される反応〉

・規範意識を持つ。

・匿名性のため問題意識が
薄くなることに注意する。
	○資料３を参考に加害者にならない留意点について考えさせる。

○軽い気持ちで行ったことでも、法律に違反すれば、犯罪行為になることを知らせる。

○インターネット上の「足あと」をたどれば、容疑者は特定されることを知らせる。
	資料３
「出会い系サイト」を規制する法律

	まとめ

10
分
	5. 話し合ったことを振り返り、性被害者・加害者にならないために注意することを決め、発表する。【自己決定】
〈予想される反応〉

・インターネット上で知り
合った人と会わない。
	○自分が注意できることを具体的に記入するように説明する。

○一週間実践したことを記録し、後日見返すこと（事後評価）を予告する。

◆【思考・判断・実践】

性被害者・加害者にならないために自分が注意したり実践したりすることを決めている。（学習カード・発言）
	学習カード


めあて：スマホ、携帯電話の利用による性被害者・加害者にならないための方法を考えよう。











